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• 調査目的 医薬品副作用被害救済制度の浸透度を把握し、今後の基礎資料とする

• 調査対象 次の職業に就いている者： 医師・薬剤師・看護師・歯科医師

• 調査地域 全国

• 調査方法 インターネット調査

• 調査時期 平成25年度調査 平成26年1月27日（月）～2月13日（木）
平成24年度調査 平成25年3月19日（火）～4月12日（金）

• 有効回答数 平成25年度調査 ： 3,640サンプル
平成24年度調査 ： 3,557サンプル

• 調査実施機関 株式会社インテージ

平成25年度 平成24年度

【医師】病院勤務（２０床以上） 519  532  

【医師】診療所勤務（２０床未満） 533  538  

【薬剤師】病院・診療所勤務 496  511  

【薬剤師】薬局勤務 499  562  

【看護師】病院勤務（２０床以上） 544  573  

【看護師】診療所勤務（２０床未満） 556  537  

【歯科医師】 病院・診療所勤務　計 493  304  

全体 3,640  3,557  

（人） （人）

調査概要
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対象者のプロフィール

【勤務先施設】

n=

全体 (3,640)

【医師】 計 (1,052)

病院勤務（２０床以上） (519)

診療所勤務（２０床未満） (533)

【薬剤師】 計 (995)

病院・診療所勤務 (496)

薬局勤務 (499)

【看護師】 計 (1,100)

病院勤務（２０床以上） (544)

診療所勤務（２０床未満） (556)

【歯科医師】 計 (493)

医
療
関

係
者
別

44.6

49.3

100.0

47.3

95.0

49.5

100.0

17.8

41.7

50.7

100.0

2.5

5.0

50.5

100.0

82.2

13.7

50.2

100.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

病院（ベッド数20床以上）

診療所、クリニック、医院など

薬局

【医師国家試験合格時期】

n=

【医師】 計 (1,052)

病院勤務（２０床以上） (519)

診療所勤務（２０床未満） (533)

1.8

3.1

0.6

98.2

96.9

99.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成２０年度以降 平成１９年度以前

【勤務形態】

n=

【医師】 計 (1,052)

病院勤務（２０床以上） (519)

診療所勤務（２０床未満） (533)

39.9

0.6

78.2

60.1

99.4

21.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

開業医 勤務医

※病院勤務者ベース

※医師ベース※医師ベース

4

【勤務先】

n=

全体 (1,622)

【医師】 計 (519)

【薬剤師】 計 (471)

【看護師】 計 (544)

【歯科医師】 計 (88)

医

療
関

係

者

別

6.4

9.2

3.2

7.0

2.3

16.0

17.5

14.2

9.7

55.7

20.8

17.0

21.4

25.4

12.5

3.9

6.0

2.8

3.5

1.1

2.9

3.1

3.6

2.6

4.3

4.2

3.0

5.5

4.5

45.6

43.0

51.8

46.3

23.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国立病院 大学病院 自治体病院

日本赤十字社 済生会 厚生連

その他



Summary



n=

(2,961) 19.9 0.5 0.3 35.3 0.1 43.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

厚生労働省 自治体（都道府県、市町村など）

健康保険組合連合会 医薬品医療機器総合機構（PMDA）

その他の組織・団体 知らない

Summary

【健康被害救済制度 認知率】 【医薬品副作用被害救済制度 内容認知】

【医薬品副作用被害救済制度 運営主体について】

・「医薬品副作用被害救済制度」の認知率（知っている＋聞いたことがある）は81％。うち、「知っている」の回答は53％。
・「生物由来製品感染等被害救済制度」の認知率は63％。
・運営主体は、医薬品副作用被害救済制度認知者の35％が「医薬品医療機器総合機構」と回答。「厚生労働省」が20％。
・「医薬品副作用被害救済制度」の内容の認知率を見ると、「医薬品の副作用による被害を受けられた方の迅速な救済を図ることを目的と
した公的な制度である」、「医薬品を、適正に使用したにもかかわらず発生した副作用による疾病や障害などの健康被害について救済
給付を行う」の2項目が8割強と圧倒的に高い。

単一回答
単一回答

（その１）

(n=3,640) 認知 計

医薬品副作用被害救済制度 81.3  

生物由来製品感染等被害救済制度 62.9  

52.5

30.9

28.8

32.0

18.7

37.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 聞いたことがある 知らない

単一回答

(n=2,961)

医薬品の副作用による被害を受けられた方

の迅速な救済を図ることを目的とした公的な

制度である

医薬品を、適正に使用したにもかかわらず

発生した副作用による疾病や障害などの

健康被害について救済給付を行う

入院が必要な程度の疾病や障害などの

健康被害について救済給付を行う

給付の種類にはいくつかの種類がある

給付には、種類ごとにそれぞれ請求期限が

ある

救済給付の請求には、医師が作成した診断書

などが必要である

83.9

82.1

54.6

33.0

23.5

59.1

6.6

7.7

21.9

40.1

48.3

20.9

9.5

10.2

23.5

26.8

28.3

20.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 知らない 分からない

※医薬品副作用被害救済制度認知者ベース

※医薬品副作用被害救済制度認知者ベース
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Summary

【新聞広告、看板、ポスター 認知率】 【広告 接触媒体】
※広告認知者ベース

見たことがある＋見たような気がする計 37％

・新聞広告、看板、ポスターの認知率（見たことがある＋見たような気がする）は37％。
・広告認知者の主な接触媒体は、「病院・診療所」39％、「薬局・薬店（ドラッグストア） 」18％、「新聞（朝日・読売・毎日・産経・日経の全国紙

）」15％。
・『ドクトルQ』について最も評価された（そう思う＋ややそう思う）項目は、「好感が持てる」77％。以下、「キャラクターとしてふさわしい」64％
、「信頼感がある」57％の順。

単一回答 複数回答

【キャラクター（ドクトルQ）の評価】 単一回答

（その2）

(n=3,640)

見たことがある
10.6%

見たような

気がする
26.1%

見たことはない
63.3%

(n=1,336)

病院・診療所

薬局・薬店（ドラッグストア）

新聞（朝日・読売・毎日・産経・日経の全国紙）

インターネット（Yahoo!, MSN）

学会・研修会・講演会

自治体・保健所などの公共機関

その他

思い出せない

39.2

18.0

15.4

10.3

10.0

6.5

3.0

18.9

0% 20% 40%

(n=3,640)

そう思う計

目を引く 38.1  

印象（記憶）に残る 30.8  

好感が持てる 77.1  

イメージしやすい 52.4  

信頼感がある 56.7  

キャラクターとしてふさわしい 63.9  

5.8

5.2

17.6

10.2

8.8

10.0

32.3

25.6

59.5

42.2

47.9

53.9

51.7

56.9

18.2

38.9

35.9

29.8

10.2

12.3

4.7

8.7

7.5

6.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う やや

そう思う

あまりそう

思わない

そう

思わない
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Summary

【医薬品副作用被害救済制度を勧めたいか】 【医薬品副作用被害救済制度 勧めたくない理由】

・「医薬品副作用被害救済制度」を患者に勧めたいかについて、75％が「勧めたい」と回答。「勧めたくない」は1％。H24との差はほとんど
見られない。
・「医薬品副作用被害救済制度」を患者に勧めたくない主な理由は「自分自身が制度をよく理解していないから」52％、「診断書など、必要
書類の作成が複雑・面倒（そう）だから」31％、「不支給の場合、責任を問われるから（問われそうだから）」21％。

単一回答
複数回答

（その3）

(n=3,640)

勧めたい

74.6%

勧めたくない
1.3%

どちらとも

いえない
24.1%

(n=925)

制度の利用を製薬会社が嫌がるから

その他

患者へのメリットがあまり感じられないから

自分自身が制度をよく理解していないから

診断書など、必要書類の作成が複雑・面倒だから

不支給の場合、責任を問われるから

給付の支給決定までに時間がかかるから

制度を利用することが、自分の責任問題になるから

制度の利用を医療機関が嫌がるから

52.1

31.4

21.3

16.0

14.5

10.1

6.7

4.6

6.1

0% 20% 40% 60%

※制度推奨について、 「勧めたくない」 「どちらともいえない」と回答した人ベース

8



平成25年度調査 平成24年度調査
(n=1,336) (n=1,357)

病院・診療所

薬局・薬店（ドラッグストア）

新聞（朝日・読売・毎日・産経・日経の全国紙）

インターネット（Yahoo!, MSN）

学会・研修会・講演会

自治体・保健所などの公共機関

電車内

その他

思い出せない

※「電車内」は平成25年度調査では非聴取項目

39.2

18.0

15.4

10.3

10.0

6.5

-

3.0

18.9

0% 20% 40% 60%

35.8

18.6

9.3

18.2

10.6

6.1

2.3

5.5

17.8

0% 20% 40% 60%

Summary               《参考 両年度比較》

【健康被害救済制度 認知率】

【広告 認知率】 【広告 接触媒体】

単一回答

単一回答 複数回答

・「医薬品副作用被害救済制度」と「生物由来製品感染等被害救済制度」の認知率（知っている＋聞いたことがある）は、どちらもH24とほぼ
横ばいである。
・広告の認知率（見たことがある＋見たような気がする）もほぼ横ばいである。
・広告接触媒体については「病院・診療所」、「薬局・薬店（ドラッグストア）」など、それぞれの勤務先が中心となっている。
・H24と比べ、「インターネット」での接触が減り「新聞」での接触が増加した。

※医薬品副作用被害救済制度認知者ベース

（その4）

平成25年度調査 平成24年度調査
(n=3,640) (n=3,557)

認知 計 認知 計

医薬品副作用被害救済制度 81.3  80.1  

生物由来製品感染等被害救済制度 62.9  61.2  

52.5

30.9

28.8

32.0

18.7

37.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 聞いたことがある 知らない

51.3

29.5

28.7

31.7

19.9

38.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 聞いたことがある 知らない

見た 計

平成25年度調査 (n=3,640) 36.7

平成24年度調査 (n=3,557) 38.2

10.6

12.0

26.1

26.1

63.3

61.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

見たことがある 見たような

気がする

見たことはない
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詳細内容



平成25年度調査 平成24年度調査
(n=3,640) (n=3,557)

認知 計 認知 計

医薬品副作用被害救済制度 81.3  80.1  

生物由来製品感染等被害救済制度 62.9  61.2  

52.5

30.9

28.8

32.0

18.7

37.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 聞いたことがある 知らない

51.3

29.5

28.7

31.7

19.9

38.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 名前は聞いたことがある 知らない

1 健康被害救済制度 認知率

【H25*/H24*】 Q2/Q1 あなたは、副作用が起きたときに、医療費等の救済給付を行う公的な「医薬品副作用被害救済制度」があることをご存じですか。

単一回答

・「医薬品副作用被害救済制度」の認知率（知っている＋聞いたことがある）は81％。「知っている」が過半数を占めた。
・「生物由来製品感染等被害救済制度」の認知率は63％で、H24と同様、「医薬品副作用被害救済制度」よりも低い結果となっている。
・いずれの制度とも、認知率はH24とほぼ横ばいである。

【H25/H24】 Q3/Q2 あなたは、輸血用血液製剤などを介して感染などが発生した場合に、医療費等の救済給付を行う公的な「生物由来製品感染等被
害救済制度」があることをご存じですか。

H25* ＝平成25年度
H24* ＝平成24年度
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1 健康被害救済制度－医薬品副作用被害救済制度 認知率 単一回答

・ 医師における認知率（知っている＋聞いたことがある）は9割強と高く、H24に比べ「知っている」との回答は8.1ポイント増加した。また、診
療所勤務の医師のほうが病院勤務の医師の認知率を上回っている。
・ 薬剤師では、「知っている」が9割近くあり、認知率は、ほぼ全数に達する。
・ 看護師の認知率は59％で、職種別では最も低い。
・ H24と比較して歯科医師の「知っている」との回答が4.9ポイント高くなっている。

【H25*/H24*】 Q2/Q1 あなたは、副作用が起きたときに、医療費等の救済給付を行う公的な「医薬品副作用被害救済制度」があることをご存じですか。

12

【医薬品副作用被害救済制度】

平成25年度調査 平成24年度調査

n= 認知 計 n= 認知 計

全体 (3,640) 81.3  (3,557) 80.1  

【医師】 計 (1,052) 92.4  (1,070) 87.1  

病院勤務（２０床以上） (519) 89.6  (532) 80.5  

診療所勤務（２０床未満） (533) 95.3  (538) 93.7  

【薬剤師】 計 (995) 98.5  (1,073) 98.5  

病院・診療所勤務 (496) 99.0  (511) 98.6  

薬局勤務 (499) 98.0  (562) 98.4  

【看護師】 計 (1,100) 58.8  (1,110) 58.4  

病院勤務（２０床以上） (544) 56.1  (573) 51.5  

診療所勤務（２０床未満） (556) 61.3  (537) 65.7  

【歯科医師】 計 (493) 73.4  (304) 69.4  

医
療
関
係
者
別

52.5

58.7

56.8

60.6

86.2

92.5

80.0

22.3

21.5

23.0

38.5

28.8

33.7

32.8

34.7

12.3

6.5

18.0

36.5

34.6

38.3

34.9

18.7

7.5

10.4

4.7

1.5

1.0

2.0

41.3

43.9

38.7

26.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 聞いたことがある 知らない

51.3

50.6

41.9

59.1

87.6

87.9

87.4

21.9

18.7

25.3

33.6

28.7

36.5

38.5

34.6

10.9

10.8

11.0

36.5

32.8

40.4

35.9

19.9

12.9

19.5

6.3

1.5

1.4

1.6

41.6

48.5

34.3

30.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 聞いたことがある 知らない
全体+10ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体 +5ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体 -5ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体-10ﾎﾟｲﾝﾄ以上

(n=30以上の場合)



1 健康被害救済制度－生物由来製品感染等被害救済制度認知率 単一回答

・ 医師の認知率（知っている＋聞いたことがある）は63％。
・ 薬剤師の認知率は81％で、医師よりも高い。H24と同様、病院・診療所勤務のほうが、薬局勤務よりも「知っている」が高い。

・ 看護師の認知率は51％と横ばいだった。
・ 歯科医師の認知率も53％で、H24とほぼ横ばいである。

【H25/H24】 Q3/Q2 あなたは、輸血用血液製剤などを介して感染などが発生した場合に、医療費等の救済給付を行う公的な「生物由来製品感染等被
害救済制度」があることをご存じですか。

【生物由来製品感染等被害救済制度】

平成25年度調査 平成24年度調査

n= 認知 計 n= 認知 計

全体 (3,640) 62.9  (3,557) 61.2  

【医師】 計 (1,052) 63.0  (1,070) 61.2  

病院勤務（２０床以上） (519) 63.6  (532) 59.4  

診療所勤務（２０床未満） (533) 62.5  (538) 63.0  

【薬剤師】 計 (995) 80.7  (1,073) 74.7  

病院・診療所勤務 (496) 87.5  (511) 79.8  

薬局勤務 (499) 74.0  (562) 70.1  

【看護師】 計 (1,100) 51.3  (1,110) 51.0  

病院勤務（２０床以上） (544) 50.2  (573) 48.9  

診療所勤務（２０床未満） (556) 52.3  (537) 53.3  

【歯科医師】 計 (493) 52.6  (304) 51.0  

医
療
関
係
者
別

30.9

28.7

31.0

26.5

53.7

66.1

41.3

17.1

18.4

15.8

20.1

32.0

34.3

32.6

36.0

27.0

21.4

32.7

34.2

31.8

36.5

32.5

37.1

37.0

36.4

37.5

19.3

12.5

26.1

48.7

49.8

47.7

47.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 聞いたことがある 知らない

29.5

25.6

25.6

25.7

47.6

57.9

38.3

18.0

20.6

15.3

21.4

31.7

35.6

33.8

37.4

27.1

21.9

31.9

33.0

28.3

38.0

29.6

38.8

38.8

40.6

37.0

25.3

20.2

29.9

49.0

51.1

46.7

49.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 名前は聞いたことがある 知らない
全体+10ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体 +5ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体 -5ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体-10ﾎﾟｲﾝﾄ以上

(n=30以上の場合)
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1 健康被害救済制度
－医薬品副作用被害救済制度・生物由来製品感染等被害救済制度 認知率

単一回答

【H25】 Q2 あなたは、副作用が起きたときに、医療費等の救済給付を行う公的な「医薬品副作用被害救済制度」があることをご存じですか。

【H25】 Q3 あなたは、輸血用血液製剤などを介して感染などが発生した場合に、医療費等の救済給付を行う公的な「生物由来製品感染等被害救
済制度」があることをご存じですか。

14

【医薬品副作用被害救済制度】 【生物由来製品感染等被害救済制度】

n= 認知 計 認知 計

(1,052) 92.4  63.0  

平成20年度以降 (19) 84.2  79.0  

平成19年度以前 (1,033) 92.7  62.8  

医
師
国
家

試
験
合
格
時

期
別

【医師】
病院・診療所勤務　全体

58.7

57.9

58.8

33.7

26.3

33.9

7.5

15.8

7.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 聞いたことがある 知らない

28.7

47.4

28.4

34.3

31.6

34.4

37.0

21.1

37.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 聞いたことがある 知らない全体+10ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体 +5ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体 -5ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体-10ﾎﾟｲﾝﾄ以上

(n=30以上の場合)

【医師】



【医薬品副作用被害救済制度】 【生物由来製品感染等被害救済制度】

n= 認知 計 認知 計

(519) 89.6  63.6  

国立病院 (48) 85.4  68.7  

大学病院 (91) 85.7  64.9  

自治体病院 (88) 88.6  60.3  

日本赤十字社病院 (31) 100.0  71.0  

済生会病院 (16) 93.8  75.0  

厚生連病院 (22) 86.3  50.0  

その他 (223) 91.0  62.8  

【医師】
病院勤務（20床以上）　全体

現
在
の
勤
め
先
別

56.8

60.4

60.4

50.0

51.6

62.5

54.5

57.8

32.8

25.0

25.3

38.6

48.4

31.3

31.8

33.2

10.4

14.6

14.3

11.4

6.3

13.6

9.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 聞いたことがある 知らない

31.0

33.3

38.5

23.9

25.8

37.5

22.7

31.4

32.6

35.4

26.4

36.4

45.2

37.5

27.3

31.4

36.4

31.3

35.2

39.8

29.0

25.0

50.0

37.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 聞いたことがある 知らない
全体+10ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体 +5ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体 -5ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体-10ﾎﾟｲﾝﾄ以上

(n=30以上の場合)

単一回答
1 健康被害救済制度
－医薬品副作用被害救済制度・生物由来製品感染等被害救済制度 認知率

【病院勤務の医師】

【H25】 Q2 あなたは、副作用が起きたときに、医療費等の救済給付を行う公的な「医薬品副作用被害救済制度」があることをご存じですか。

【H25】 Q3 あなたは、輸血用血液製剤などを介して感染などが発生した場合に、医療費等の救済給付を行う公的な「生物由来製品感染等被害救
済制度」があることをご存じですか。

15



【医薬品副作用被害救済制度】 【生物由来製品感染等被害救済制度】

n= 認知 計 認知 計

(471) 99.4  88.3  

国立病院 (15) 93.3  100.0  

大学病院 (67) 100.0  88.1  

自治体病院 (101) 99.0  79.2  

日本赤十字社病院 (13) 100.0  100.0  

済生会病院 (17) 100.0  88.2  

厚生連病院 (14) 100.0  92.9  

その他 (244) 99.6  90.6  

【薬剤師】
病院勤務（20床以上）　全体

現
在
の
勤
め
先
別

94.3

93.3

94.0

92.1

100.0

100.0

92.9

94.7

5.1

6.0

6.9

7.1

4.9

0.6

6.7

1.0

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 聞いたことがある 知らない

67.7

93.3

62.7

63.4

84.6

64.7

64.3

68.9

20.6

6.7

25.4

15.8

15.4

23.5

28.6

21.7

11.7

11.9

20.8

11.8

7.1

9.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 聞いたことがある 知らない
全体+10ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体 +5ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体 -5ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体-10ﾎﾟｲﾝﾄ以上

(n=30以上の場合)

単一回答
1 健康被害救済制度
－医薬品副作用被害救済制度・生物由来製品感染等被害救済制度 認知率

【病院勤務の薬剤師】

【H25】 Q2 あなたは、副作用が起きたときに、医療費等の救済給付を行う公的な「医薬品副作用被害救済制度」があることをご存じですか。

【H25】 Q3 あなたは、輸血用血液製剤などを介して感染などが発生した場合に、医療費等の救済給付を行う公的な「生物由来製品感染等被害救
済制度」があることをご存じですか。
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【医薬品副作用被害救済制度】 【生物由来製品感染等被害救済制度】

n= 認知 計 認知 計

(544) 56.1  50.2  

国立病院 (38) 50.0  52.6  

大学病院 (53) 69.9  56.6  

自治体病院 (138) 55.8  44.9  

日本赤十字社病院 (19) 42.2  52.6  

済生会病院 (14) 57.2  50.0  

厚生連病院 (30) 60.0  53.3  

その他 (252) 54.7  50.8  

【看護師】
病院勤務（20床以上）　全体

現
在
の
勤
め
先
別

21.5

7.9

20.8

25.4

21.1

28.6

30.0

20.2

34.6

42.1

49.1

30.4

21.1

28.6

30.0

34.5

43.9

50.0

30.2

44.2

57.9

42.9

40.0

45.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 聞いたことがある 知らない

18.4

10.5

17.0

21.7

26.3

28.6

30.0

15.5

31.8

42.1

39.6

23.2

26.3

21.4

23.3

35.3

49.8

47.4

43.4

55.1

47.4

50.0

46.7

49.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 聞いたことがある 知らない
全体+10ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体 +5ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体 -5ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体-10ﾎﾟｲﾝﾄ以上

(n=30以上の場合)

単一回答
1 健康被害救済制度
－医薬品副作用被害救済制度・生物由来製品感染等被害救済制度 認知率

【病院勤務の看護師】

【H25】 Q2 あなたは、副作用が起きたときに、医療費等の救済給付を行う公的な「医薬品副作用被害救済制度」があることをご存じですか。

【H25】 Q3 あなたは、輸血用血液製剤などを介して感染などが発生した場合に、医療費等の救済給付を行う公的な「生物由来製品感染等被害救
済制度」があることをご存じですか。
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【医薬品副作用被害救済制度】 【生物由来製品感染等被害救済制度】

n= 認知 計 認知 計

(88) 77.3  65.9  

国立病院 (2) 50.0  50.0  

大学病院 (49) 69.4  59.2  

自治体病院 (11) 90.9  91.0  

日本赤十字社病院 (1) 100.0  100.0  

厚生連病院 (4) 100.0  75.0  

その他 (21) 85.7  66.7  

【歯科医師】
病院勤務（20床以上）　全体

現
在
の
勤
め
先
別

37.5

50.0

32.7

36.4

50.0

47.6

39.8

36.7

54.5

100.0

50.0

38.1

22.7

50.0

30.6

9.1

14.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 聞いたことがある 知らない

31.8

50.0

32.7

45.5

25.0

23.8

34.1

26.5

45.5

100.0

50.0

42.9

34.1

50.0

40.8

9.1

25.0

33.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 聞いたことがある 知らない
全体+10ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体 +5ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体 -5ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体-10ﾎﾟｲﾝﾄ以上

(n=30以上の場合)

単一回答
1 健康被害救済制度
－医薬品副作用被害救済制度・生物由来製品感染等被害救済制度 認知率

【病院勤務の歯科医師】

【H25】 Q2 あなたは、副作用が起きたときに、医療費等の救済給付を行う公的な「医薬品副作用被害救済制度」があることをご存じですか。

【H25】 Q3 あなたは、輸血用血液製剤などを介して感染などが発生した場合に、医療費等の救済給付を行う公的な「生物由来製品感染等被害救
済制度」があることをご存じですか。
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2 医薬品副作用被害救済制度 内容認知 単一回答

・「 医薬品副作用被害救済制度」の主な認知内容は、「医薬品の副作用による被害を受けられた方の迅速な救済を図ることを目的とした
公的 な制度である」「医薬品を、適正に使用したにもかかわらず発生した副作用による疾病や障害などの健康被害について救済給付を
行う」の2項目の認知率が8割強と高く、一方、「救済給付には、種類ごとにそれぞれ請求期限がある」が24％と最も低い。H24と同様の傾
向である。
・どの項目もH24とくらべ認知率（知っている）はやや高くなっている。

※制度認知者ベース

（その1）

平成25年度調査 平成24年度調査
(n=2,961) (n=2,848)

医薬品の副作用による被害を受けられた方
の迅速な救済を図ることを目的とした公的な
制度である

医薬品を、適正に使用したにもかかわらず
発生した副作用による疾病や障害などの
健康被害について救済給付を行う

入院が必要な程度の疾病や障害などの
健康被害について救済給付を行う

救済給付の種類にはいくつかの種類がある

救済給付には、種類ごとにそれぞれ請求期
限がある

救済給付の請求には、医師が作成した診断
書などが必要である

83.9

82.1

54.6

33.0

23.5

59.1

6.6

7.7

21.9

40.1

48.3

20.9

9.5

10.2

23.5

26.8

28.3

20.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 知らない 分からない

81.5

80.8

53.0

28.7

18.9

58.3

7.5

9.3

24.4

43.4

52.8

21.4

11.0

9.9

22.6

27.9

28.4

20.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 知らない 分からない

【H25/H24】 Q4/Q3 「医薬品副作用被害救済制度」について、以下それぞれにあてはまるものをひとつお選びください。
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2 医薬品副作用被害救済制度 内容認知 単一回答

・認知率（知っている）は高い順に薬剤師93％、医師86％、歯科医師77％、看護師71％である。
・H24との比較では、いずれの職種でもやや高い結果となっている。

（その2）

※制度認知者ベース

【医薬品の副作用による被害を受けられた方の迅速な救済を図ることを目的とした公的な制度である】

平成25年度調査 平成24年度調査

n= n=

全体 (2,961) (2,848)

【医師】 計 (973) (932)

病院勤務（２０床以上） (465) (428)

診療所勤務（２０床未満） (508) (504)

【薬剤師】 計 (980) (1,057)

病院・診療所勤務 (491) (504)

薬局勤務 (489) (553)

【看護師】 計 (646) (648)

病院勤務（２０床以上） (305) (295)

診療所勤務（２０床未満） (341) (353)

【歯科医師】 計 (362) (211)

医
療
関
係
者
別

83.9

85.5

83.2

87.6

93.1

93.5

92.6

71.4

71.5

71.3

76.8

6.6

7.1

8.4

5.9

2.8

1.6

3.9

10.5

12.1

9.1

8.8

9.5

7.4

8.4

6.5

4.2

4.9

3.5

18.1

16.4

19.6

14.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 知らない 分からない

81.5

83.4

80.4

85.9

89.4

89.5

89.3

68.5

64.4

72.0

73.0

7.5

7.4

7.7

7.1

3.7

3.4

4.0

12.7

18.0

8.2

11.8

11.0

9.2

11.9

6.9

6.9

7.1

6.7

18.8

17.6

19.8

15.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 知らない 分からない

【H25/H24】 Q4/Q3 「医薬品副作用被害救済制度」について、以下それぞれにあてはまるものをひとつお選びください。
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【医薬品を、適正に使用したにもかかわらず発生した副作用による疾病や障害などの健康被害について救済給付を行う】

平成25年度調査 平成24年度調査

n= n=

全体 (2,961) (2,848)

【医師】 計 (973) (932)

病院勤務（２０床以上） (465) (428)

診療所勤務（２０床未満） (508) (504)

【薬剤師】 計 (980) (1,057)

病院・診療所勤務 (491) (504)

薬局勤務 (489) (553)

【看護師】 計 (646) (648)

病院勤務（２０床以上） (305) (295)

診療所勤務（２０床未満） (341) (353)

【歯科医師】 計 (362) (211)

医
療
関
係
者
別

82.1

84.3

84.1

84.4

94.1

96.7

91.4

67.5

65.6

69.2

70.2

7.7

7.1

7.5

6.7

2.1

0.8

3.5

14.2

15.7

12.9

12.4

10.2

8.6

8.4

8.9

3.8

2.4

5.1

18.3

18.7

17.9

17.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 知らない 分からない

80.8

80.4

79.4

81.2

93.8

93.5

94.0

65.4

59.7

70.3

64.9

9.3

9.3

9.8

8.9

2.7

2.4

3.1

16.7

22.7

11.6

19.0

9.9

10.3

10.7

9.9

3.5

4.2

2.9

17.9

17.6

18.1

16.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 知らない 分からない

2 医薬品副作用被害救済制度 内容認知 単一回答

・認知率（知っている）は高い順に薬剤師94％、医師84％、歯科医師70％、看護師68％。
・H24との比較では、いずれの職種でもやや高い結果となっている。

（その3）

※制度認知者ベース

【H25/H24】 Q4/Q3 「医薬品副作用被害救済制度」について、以下それぞれにあてはまるものをひとつお選びください。
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【入院が必要な程度の疾病や障害などの健康被害について救済給付を行う】

平成25年度調査 平成24年度調査

n= n=

全体 (2,961) (2,848)

【医師】 計 (973) (932)

病院勤務（２０床以上） (465) (428)

診療所勤務（２０床未満） (508) (504)

【薬剤師】 計 (980) (1,057)

病院・診療所勤務 (491) (504)

薬局勤務 (489) (553)

【看護師】 計 (646) (648)

病院勤務（２０床以上） (305) (295)

診療所勤務（２０床未満） (341) (353)

【歯科医師】 計 (362) (211)

医
療
関
係
者
別

54.6

49.8

50.1

49.6

71.2

76.8

65.6

45.4

43.3

47.2

39.0

23.5

24.6

24.7

24.4

15.3

13.2

17.4

30.2

30.5

29.9

30.9

21.9

25.6

25.2

26.0

13.5

10.0

17.0

24.5

26.2

22.9

30.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 知らない 分からない

53.0

48.3

45.3

50.8

65.3

65.7

64.9

44.6

43.1

45.9

37.9

22.6

23.5

25.7

21.6

17.6

18.7

16.6

27.0

26.1

27.8

29.9

24.4

28.2

29.0

27.6

17.1

15.7

18.4

28.4

30.8

26.3

32.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 知らない 分からない

2 医薬品副作用被害救済制度 内容認知 単一回答

・認知率（知っている）は高い順に薬剤師71％、医師50％、看護師45％、歯科医師39％である。
・H24との比較では、いずれの職種でもやや高い結果となっている。

（その4）

※制度認知者ベース

【H25/H24】 Q4/Q3 「医薬品副作用被害救済制度」について、以下それぞれにあてはまるものをひとつお選びください。
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【救済給付の種類にはいくつかの種類がある】

平成25年度調査 平成24年度調査

n= n=

全体 (2,961) (2,848)

【医師】 計 (973) (932)

病院勤務（２０床以上） (465) (428)

診療所勤務（２０床未満） (508) (504)

【薬剤師】 計 (980) (1,057)

病院・診療所勤務 (491) (504)

薬局勤務 (489) (553)

【看護師】 計 (646) (648)

病院勤務（２０床以上） (305) (295)

診療所勤務（２０床未満） (341) (353)

【歯科医師】 計 (362) (211)

医
療
関
係
者
別

33.0

21.9

22.4

21.5

46.6

51.1

42.1

31.9

34.1

29.9

28.2

26.8

27.2

25.8

28.5

21.4

17.3

25.6

33.1

30.2

35.8

29.3

40.1

50.9

51.8

50.0

31.9

31.6

32.3

35.0

35.7

34.3

42.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 知らない 分からない

28.7

22.0

18.5

25.0

36.9

40.1

34.0

26.7

29.8

24.1

23.7

27.9

27.3

26.6

27.8

23.9

25.0

23.0

34.6

32.5

36.3

30.3

43.4

50.8

54.9

47.2

39.2

34.9

43.0

38.7

37.6

39.7

46.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 知らない 分からない

2 医薬品副作用被害救済制度 内容認知 単一回答

・認知率（知っている）は高い順に薬剤師47％、看護師32％、歯科医師28％、医師22％である。
・H24と比較し、薬剤師、看護師、歯科医師では高く、医師ではほぼ横ばいとなっている。

（その5）

※制度認知者ベース

【H25/H24】 Q4/Q3 「医薬品副作用被害救済制度」について、以下それぞれにあてはまるものをひとつお選びください。
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【救済給付には、種類ごとにそれぞれ請求期限がある】

平成25年度調査 平成24年度調査

n= n=

全体 (2,961) (2,848)

【医師】 計 (973) (932)

病院勤務（２０床以上） (465) (428)

診療所勤務（２０床未満） (508) (504)

【薬剤師】 計 (980) (1,057)

病院・診療所勤務 (491) (504)

薬局勤務 (489) (553)

【看護師】 計 (646) (648)

病院勤務（２０床以上） (305) (295)

診療所勤務（２０床未満） (341) (353)

【歯科医師】 計 (362) (211)

医
療
関
係
者
別

23.5

14.7

14.4

15.0

33.7

38.1

29.2

23.4

25.9

21.1

19.6

28.3

27.3

26.7

28.0

23.8

19.6

28.0

34.7

32.8

36.4

31.5

48.3

58.0

58.9

57.1

42.6

42.4

42.7

42.0

41.3

42.5

48.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 知らない 分からない

18.9

16.3

14.5

17.9

21.8

25.8

18.1

17.6

21.7

14.2

19.4

28.4

26.7

26.6

26.8

26.1

26.2

26.0

34.1

30.5

37.1

29.4

52.8

57.0

58.9

55.4

52.1

48.0

55.9

48.3

47.8

48.7

51.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 知らない 分からない

2 医薬品副作用被害救済制度 内容認知 単一回答

・認知率（知っている）は高い順に薬剤師34％、看護師23％、歯科医師20％、医師15％である。
・H24と比較し、薬剤師と看護師では高く、その他の業種ではほぼ横ばいとなっている。

（その6）

※制度認知者ベース

【H25/H24】 Q4/Q3 「医薬品副作用被害救済制度」について、以下それぞれにあてはまるものをひとつお選びください。
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【救済給付の請求には、医師が作成した診断書などが必要である】

平成25年度調査 平成24年度調査

n= n=

全体 (2,961) (2,848)

【医師】 計 (973) (932)

病院勤務（２０床以上） (465) (428)

診療所勤務（２０床未満） (508) (504)

【薬剤師】 計 (980) (1,057)

病院・診療所勤務 (491) (504)

薬局勤務 (489) (553)

【看護師】 計 (646) (648)

病院勤務（２０床以上） (305) (295)

診療所勤務（２０床未満） (341) (353)

【歯科医師】 計 (362) (211)

医
療
関
係
者
別

59.1

51.9

52.9

51.0

71.3

78.8

63.8

56.5

56.7

56.3

50.3

20.9

26.5

27.1

26.0

15.3

11.2

19.4

20.4

21.0

19.9

21.5

20.0

21.6

20.0

23.0

13.4

10.0

16.8

23.1

22.3

23.8

28.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 知らない 分からない

58.3

51.8

53.0

50.8

65.9

73.8

58.8

57.1

56.9

57.2

52.6

21.4

25.6

24.1

27.0

17.5

10.7

23.7

20.7

23.1

18.7

24.6

20.3

22.5

22.9

22.2

16.6

15.5

17.5

22.2

20.0

24.1

22.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 知らない 分からない

2 医薬品副作用被害救済制度 内容認知 単一回答

・認知率（知っている）は高い順に薬剤師71％、看護師57％、医師52％、歯科医師50％である。
・病院・診療所勤務の薬剤師の認知率は79％で特に高い。

（その7）

【H25/H24】 Q4/Q3 「医薬品副作用被害救済制度」について、以下それぞれにあてはまるものをひとつお選びください。

※制度認知者ベース
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平成25年度調査 平成24年度調査

n= n=

全体 (2,961) (2,848)

【医師】 計 (973) (932)

病院勤務（２０床以上） (465) (428)

診療所勤務（２０床未満） (508) (504)

【薬剤師】 計 (980) (1,057)

病院・診療所勤務 (491) (504)

薬局勤務 (489) (553)

【看護師】 計 (646) (648)

病院勤務（２０床以上） (305) (295)

診療所勤務（２０床未満） (341) (353)

【歯科医師】 計 (362) (211)

医
療
関
係
者
別

19.9

17.6

17.0

18.1

16.7

17.5

16.0

25.4

23.6

27.0

25.1

0.5

0.5

0.6

0.4

0.2

0.4

1.2

1.0

1.5

0.3

0.3

0.7

0.4

1.0

0.5

0.7

0.3

35.3

32.8

29.0

36.2

54.5

64.2

44.8

15.3

14.1

16.4

26.0

0.1

0.2

0.4

0.2

0.3

43.8

49.1

53.3

45.3

27.7

17.9

37.4

57.4

60.7

54.5

48.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

厚生労働省 自治体（都道府県、市町村など）

健康保険組合連合会 医薬品医療機器総合機構（PMDA）

その他の組織・団体 知らない

23.5

21.1

19.4

22.6

24.2

22.0

26.2

24.5

22.0

26.6

27.0

0.8

1.4

0.9

1.8

0.5

0.2

0.7

0.6

1.1

0.5

30.6

24.0

19.6

27.8

47.4

56.7

38.9

15.1

10.8

18.7

22.7

0.4

0.9

0.6

1.1

0.2

0.3

44.3

53.2

59.6

47.8

26.8

20.0

32.9

58.3

65.4

52.4

49.3

0.5

0.2

0.5

0.0

0.3

0.4

0.2

1.2

1.4

1.1

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

厚生労働省 自治体（都道府県、市町村など）

健康保険組合連合会 医薬品医療機器総合機構（PMDA）

その他の組織・団体 知らない

3 医薬品副作用被害救済制度 運営主体について

【H25/H24】 Q5/Q4 あなたは、「医薬品副作用被害救済制度」の運営主体をご存じですか。あてはまるものをひとつお選びください。

単一回答

・医薬品副作用被害救済制度認知者に運営主体について尋ね、「医薬品医療機器総合機構」と正しく回答できたのは35％。
【医療関係者別】
・病院・診療所勤務の薬剤師で正答率64％、続いて薬局勤務の薬剤師45％、診療所勤務の医師36％の順である。
・H24と比較し、「診療所勤務の看護師」を除くすべての職種で高い結果となっている。

※制度認知者ベース
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4 医薬品副作用被害救済制度 認知経路

【H25/H24】 Q6/Q5 あなたは「医薬品副作用被害救済制度」をどのようにして（何から）知りましたか。または、どのようにして（何から）聞きました
か。あてはまるものをすべてお選びください。

複数回答

・ 認知経路は、「聞いた／教えてもらった」が30％と最も高く、昨年度と比較し10ポイント以上高くなっている。「パンフレット・リーフレット」20
％も高くなっている。

【医療関係者別】
・ 薬剤師では、「医療関連専門誌」、「PMDAのホームページ」、「大学・専門学校の授業」が全体と比べて10ポイント以上高い経路だった。

※制度認知者ベース
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Ｄ

Ｖ
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ａ

ｄ

の

ア

プ

リ

そ

の

他

平成25年度調査　全体 (2,961) 29.6 23.8 20.2 15.1 12.9 12.0 10.1 7.1 6.8 6.0 5.0 4.6 4.4 4.4 4.2 1.3 1.1 0.3 0.3 - 3.0 

【医師】 計 (973) 31.1 21.3 21.7 13.8 7.3 14.0 7.6 0.9 4.3 8.2 2.9 3.6 3.8 4.9 2.8 0.5 0.9 0.3 0.1 - 3.8 

病院勤務（２０床以上） (465) 41.5 18.1 10.8 8.6 5.4 15.7 4.9 1.5 6.5 9.9 3.7 4.7 4.1 6.0 3.4 0.9 1.1 - - - 4.3 

診療所勤務（２０床未満） (508) 21.7 24.2 31.7 18.5 9.1 12.4 10.0 0.4 2.4 6.7 2.2 2.6 3.5 3.9 2.2 0.2 0.8 0.6 0.2 - 3.3 

【薬剤師】 計 (980) 22.3 34.6 22.4 20.9 26.6 9.2 14.7 17.9 9.1 3.3 7.8 2.0 5.8 4.9 5.4 2.4 0.6 - 0.3 - 2.3 

病院・診療所勤務 (491) 23.8 31.6 20.8 26.7 39.7 12.8 20.0 20.4 11.0 3.1 11.6 0.8 8.1 5.1 4.9 4.5 0.8 - 0.6 - 2.4 

薬局勤務 (489) 20.9 37.6 24.1 15.1 13.5 5.5 9.4 15.3 7.2 3.5 3.9 3.3 3.5 4.7 5.9 0.4 0.4 - - - 2.2 

【看護師】 計 (646) 40.9 13.5 13.3 5.7 2.2 13.0 3.7 2.3 8.8 7.1 4.5 10.1 1.7 3.3 5.3 0.6 2.2 0.5 0.3 0.2 3.6 

病院勤務（２０床以上） (305) 40.3 12.5 12.5 4.3 2.6 13.1 4.3 2.6 8.2 6.6 4.3 12.5 3.0 3.3 7.5 1.3 2.3 0.7 0.7 0.3 3.9 

診療所勤務（２０床未満） (341) 41.3 14.4 14.1 7.0 1.8 12.9 3.2 2.1 9.4 7.6 4.7 7.9 0.6 3.2 3.2 - 2.1 0.3 - - 3.2 

【歯科医師】 計 (362) 24.9 20.2 22.1 19.9 9.7 12.2 16.0 2.8 3.9 5.5 4.1 4.7 6.9 3.6 3.0 1.7 0.8 0.6 0.6 - 1.9 

平成24年度調査　全体 (2,848) 18.8 24.4 15.4 16.4 11.7 9.5 12.5 7.2 11.3 7.2 6.3 7.5 7.1 5.4 6.8 1.8 3.2 0.7 1.6 0.1 3.3 

※ 「院内ビジョン・薬局ビジョン」は、平成24年度調査では「病院・診療所の院内ビジョン」で聴取 平成25年度全体値の降順でソート
※ 「PMDA主催・学会主催のシンポジウム」は、平成24年度調査では「PMDA主催のシンポジウム」で聴取
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全体+10ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体 +5ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体 -5ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体-10ﾎﾟｲﾝﾄ以上

(n=30以上の場合)



5 医薬品副作用被害救済制度 教えてもらった人

【H25/H24】 Q7/Q6 あなたは「医薬品副作用被害救済制度」について、誰から知りましたか。あてはまるものをすべてお選びください。

複数回答

＊「人から聞いた/教えてもらった」回答者ベース

・「人から聞いた／教えてもらった」という全回答の中で、44％が「医師」からと回答している。
【医療関係者別】
・ 同職種間のクチコミが圧倒的に高くなっている。
・ 診療所勤務の看護師は、病院勤務の看護師に比べ「医師」経由が高い。
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平成25年度調査　全体 (876) 44.3        29.5        16.4        13.2        6.3        4.7        2.5        0.2        4.3        

【医師】 計 (303) 77.6        11.9        1.7        15.8        0.3        7.6        3.6        0.3        3.0        

病院勤務（２０床以上） (193) 80.8        11.4        2.6        14.5        0.5        7.8        3.1        -        2.1        

診療所勤務（２０床未満） (110) 71.8        12.7        -        18.2        -        7.3        4.5        0.9        4.5        

【薬剤師】 計 (219) 7.3        84.5        0.5        14.6        -        2.3        2.7        0.5        7.8        

病院・診療所勤務 (117) 9.4        84.6        0.9        15.4        -        2.6        1.7        -        8.5        

薬局勤務 (102) 4.9        84.3        -        13.7        -        2.0        3.9        1.0        6.9        

【看護師】 計 (264) 42.0        11.0        52.3        8.0        -        3.4        1.5        -        2.3        

病院勤務（２０床以上） (123) 24.4        17.1        66.7        4.9        -        4.1        1.6        -        3.3        

診療所勤務（２０床未満） (141) 57.4        5.7        39.7        10.6        -        2.8        1.4        -        1.4        

【歯科医師】 計 (90) 28.9        8.9        -        16.7        60.0        4.4        1.1        -        6.7        

平成24年度調査　全体 (534) 41.2        24.3        17.8        12.9        4.1        7.5        2.6        0.7        6.4        

平成25年度全体値の降順でソート
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全体+10ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体 +5ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体 -5ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体-10ﾎﾟｲﾝﾄ以上

(n=30以上の場合)



6 医薬品副作用被害救済制度 パンフレット・ポスター等接触場所

【H25/H24】 Q8/Q7 あなたは「医薬品副作用被害救済制度」のパンフレット・リーフレット、ポスター・ステッカー・看板をどこで見たり、入手したりし
ましたか。 あてはまるものをすべてお選びください。

複数回答

＊パンフレット・リーフレット、ポスター・ステッカー・看板による認知者ベース

・認知経路「パンフレット・リーフレット」、「ポスター・ステッカー」と回答した人に具体的な接触場所を尋ねたところ、「勤務先」が7割弱で突
出している。
【医療関係者別】
・病院・診療所勤務の薬剤師は、75%が「勤務先」と回答。「学会・研修会・講演会」、「PMDA」は3割程度と比較的高い。
・看護師は「勤務先以外の医療機関・薬局」での接触が34%と比較的高い。
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平成25年度調査　全体 (681) 68.4          16.2          15.6          14.4          6.0          2.3          4.3          

【医師】 計 (230) 69.1          5.7          12.6          14.8          4.3          1.7          6.5          

病院勤務（２０床以上） (64) 68.8          10.9          17.2          6.3          4.7          3.1          9.4          

診療所勤務（２０床未満） (166) 69.3          3.6          10.8          18.1          4.2          1.2          5.4          

【薬剤師】 計 (250) 78.8          16.4          19.2          19.6          4.4          1.6          2.8          

病院・診療所勤務 (114) 75.4          13.2          29.8          31.6          3.5          2.6          3.5          

薬局勤務 (136) 81.6          19.1          10.3          9.6          5.1          0.7          2.2          

【看護師】 計 (113) 59.3          33.6          6.2          2.7          8.8          6.2          0.9          

病院勤務（２０床以上） (55) 60.0          29.1          9.1          1.8          7.3          9.1          -          

診療所勤務（２０床未満） (58) 58.6          37.9          3.4          3.4          10.3          3.4          1.7          

【歯科医師】 計 (88) 48.9          20.5          25.0          13.6          11.4          1.1          6.8          

平成24年度調査　全体 (560) 73.8          16.1          13.4          12.9          6.4          3.0          7.1

平成25年度全体値の降順でソート
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全体-10ﾎﾟｲﾝﾄ以上

(n=30以上の場合)



7 医薬品副作用被害救済制度との関わりについて

【H25/H24】 Q9/Q8 あなたは、これまで「医薬品副作用被害救済制度」の請求に関わったこと（制度の紹介、診断書、投薬証明書の作成など）が
ありますか。

・「医薬品副作用被害救済制度」に関わったことが「ある」との回答は8％。
【医療関係者別】
・薬剤師の病院・診療所勤務と医師の病院勤務では「関わったことがある」が比較的高い。

単一回答

※制度認知者ベース

平成25年度調査 平成24年度調査

n=

全体 (2,961) (2,848)

【医師】 計 (973) (932)

病院勤務（２０床以上） (465) (428)

診療所勤務（２０床未満） (508) (504)

【薬剤師】 計 (980) (1,057)

病院・診療所勤務 (491) (504)

薬局勤務 (489) (553)

【看護師】 計 (646) (648)

病院勤務（２０床以上） (305) (295)

診療所勤務（２０床未満） (341) (353)

【歯科医師】 計 (362) (211)
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8 広告の認知率

【H25】 Q10 以下の広告（新聞広告、ポスター、バナー）をご覧になってからお答えください。あなたは、これまでにこれらの広告をひとつでも見たこ
とがありましたか。

【H24】 Q9 画像（新聞広告、看板、ポスター）をご覧になってからお答えください。あなたは、これまでにこれらの画像をひとつでも見たことがありましたか。

単一回答

・広告の認知率（見たことがある＋見たような気がする）は37％。
【医療関係者別】
・薬剤師で認知率が最も高く47％。

平成25年度調査 平成24年度調査

n= 見た計 n= 見た計

全体 (3,640) 36.7  (3,557) 38.2  

【医師】 計 (1,052) 40.2  (1,070) 35.9  

病院勤務（２０床以上） (519) 34.3  (532) 26.7  

診療所勤務（２０床未満） (533) 46.0  (538) 45.0  

【薬剤師】 計 (995) 46.9  (1,073) 56.4  

病院・診療所勤務 (496) 54.4  (511) 53.8  

薬局勤務 (499) 39.5  (562) 58.7  

【看護師】 計 (1,100) 24.7  (1,110) 24.5  

病院勤務（２０床以上） (544) 25.8  (573) 19.5  

診療所勤務（２０床未満） (556) 23.7  (537) 29.8  

【歯科医師】 計 (493) 35.3  (304) 31.6  
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全体-10ﾎﾟｲﾝﾄ以上

(n=30以上の場合)
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9 広告の接触媒体

【H25/H24】 Q11/Q10 あなたは、どこでこの広告を見ましたか。あてはまるものをすべてお選びください。

複数回答

※広告認知者ベース

・広告に接触した主な場所は、高い順に「病院・診療所」39％、「薬局・薬店（ドラッグストア）」18％、「新聞(朝日・読売・毎日・産経・日経・
全国紙)」15％。
【医療関係者別】
・看護師と歯科医師は「病院・診療所」が特徴的に高い。
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平成25年度調査　全体 (1,336) 39.2          18.0          15.4          10.3          10.0          6.5          -          3.0          18.9          

【医師】 計 (423) 35.0          8.0          19.9          9.9          5.7          6.1          -          5.2          22.9          

病院勤務（２０床以上） (178) 44.4          11.8          18.5          12.9          6.2          3.9          -          4.5          15.7          

診療所勤務（２０床未満） (245) 28.2          5.3          20.8          7.8          5.3          7.8          -          5.7          28.2          

【薬剤師】 計 (467) 33.8          26.6          12.8          12.4          17.3          4.9          -          3.2          16.1          

病院・診療所勤務 (270) 48.1          10.4          12.6          17.0          24.8          5.6          -          3.7          11.5          

薬局勤務 (197) 14.2          48.7          13.2          6.1          7.1          4.1          -          2.5          22.3          

【看護師】 計 (272) 50.0          19.9          14.0          9.2          2.9          8.8          -          0.4          16.5          

病院勤務（２０床以上） (140) 50.7          25.0          10.7          8.6          3.6          5.0          -          0.7          18.6          

診療所勤務（２０床未満） (132) 49.2          14.4          17.4          9.8          2.3          12.9          -          -          14.4          

【歯科医師】 計 (174) 47.1          16.1          13.8          6.9          12.1          8.0          -          1.1          20.7          

平成24年度調査　全体 (1,357) 35.8          18.6          9.3          18.2          10.6          6.1          2.3          5.5 17.8          

※「電車内」は、平成25年度調査では非聴取 平成25年度全体値の降順でソート
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10 テレビＣＭの認知率

【H25】 Q12 あなたは、テレビでこのCMを見たことがありますか。

単一回答

・テレビCMの認知率（見たことがある＋見たような気がする）は14％。
【医療関係者別】
・病院・診療所勤務の薬剤師で認知率が最も高く20％。
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平成25年度調査

n= 見た計

全体 (3,640) 13.8  

【医師】 計 (1,052) 15.0  

病院勤務（２０床以上） (519) 11.9  

診療所勤務（２０床未満） (533) 18.0  

【薬剤師】 計 (995) 16.3  

病院・診療所勤務 (496) 19.9  

薬局勤務 (499) 12.6  

【看護師】 計 (1,100) 10.9  

病院勤務（２０床以上） (544) 9.9  

診療所勤務（２０床未満） (556) 11.9  

【歯科医師】 計 (493) 12.8  
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(n=30以上の場合)



11 テレビＣＭの評価 単一回答

・テレビCMについて、最も評価された（そう思う＋ややそう思う）項目は、「興味や関心を呼んだ」76％であった。「PMDAのホームページにア
クセスしたくなった」は38％に留まった。

34

【H25】 Q13 CMをご覧になった感想をお聞きします。以下それぞれにあてはまると思われるものを１つお選びください。

【興味や関心を呼んだ】 【印象（記憶）に残った】 【PMDAのホームページにアクセスしたくなった】

n= そう思う 計 そう思う 計 そう思う 計

全体 (3,640) 76.4  66.1  37.8  

【医師】 計 (1,052) 78.9  70.2  36.6  

病院勤務（２０床以上） (519) 79.6  71.5  39.5  

診療所勤務（２０床未満） (533) 78.3  68.8  33.7  

【薬剤師】 計 (995) 73.2  61.6  36.2  

病院・診療所勤務 (496) 73.4  61.1  39.3  

薬局勤務 (499) 72.9  62.1  33.3  

【看護師】 計 (1,100) 77.2  66.4  41.1  

病院勤務（２０床以上） (544) 76.3  64.6  42.7  

診療所勤務（２０床未満） (556) 78.1  68.4  39.6  

【歯科医師】 計 (493) 76.0  65.9  36.3  

医
療
関
係
者
別

18.8

20.1

21.6

18.6

15.1

15.9

14.2

22.2

20.8

23.6

16.4

57.6

58.8

58.0

59.7

58.1

57.5

58.7

55.0

55.5

54.5

59.6

20.8

18.5

18.9

18.2

24.3

24.6

24.0

19.4

20.0

18.7

21.5

2.8

2.6

1.5

3.6

2.5

2.0

3.0

3.5

3.7

3.2

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う ややそう思う あまりそう思わない そう思わない

16.1

18.2

20.2

16.1

14.1

15.5

12.6

17.7

17.5

18.0

12.4

50.0

52.0

51.3

52.7

47.5

45.6

49.5

48.7

47.1

50.4

53.5

30.0

26.8

27.0

26.6

34.7

34.5

34.9

28.9

31.1

26.8

29.6

3.9

3.0

1.5

4.5

3.7

4.4

3.0

4.6

4.4

4.9

4.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

7.3

5.3

6.6

4.1

7.8

10.5

5.2

9.0

9.6

8.5

6.9

30.5

31.3

32.9

29.6

28.4

28.8

28.1

32.1

33.1

31.1

29.4

49.2

49.5

48.7

50.3

51.7

47.4

55.9

45.5

45.4

45.7

51.5

13.0

13.9

11.8

15.9

12.1

13.3

10.8

13.4

11.9

14.7

12.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体+10ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体 +5ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体 -5ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体-10ﾎﾟｲﾝﾄ以上

(n=30以上の場合)



12 ラジオNIKKEI特別番組「PMDA医薬品副作用被害救済制度とは」の認知率

【H25】 Q14 あなたは、ラジオNIKKEI特別番組「PMDA医薬品副作用被害救済制度とは」を聴いたことはありますか。（ラジオNIKKEIのサイトからの
オンデマンド配信も含む）

単一回答

・ラジオNIKKEI特別番組の認知率（聴いたことがある＋聴いたような気がする）は8％。
【医療関係者別】
・医療関係者別では、認知率に大きな差はない。
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平成25年度調査

n= 見た計

全体 (3,640) 7.5  

【医師】 計 (1,052) 8.3  

病院勤務（２０床以上） (519) 8.1  

診療所勤務（２０床未満） (533) 8.6  

【薬剤師】 計 (995) 6.6  

病院・診療所勤務 (496) 7.4  

薬局勤務 (499) 5.8  

【看護師】 計 (1,100) 7.4  

病院勤務（２０床以上） (544) 7.9  

診療所勤務（２０床未満） (556) 6.8  

【歯科医師】 計 (493) 7.7  

医
療
関
係
者
別

1.5

1.6

1.7

1.5

2.4

3.4

1.4

1.0

1.3

0.7

0.8

6.0

6.7

6.4

7.1

4.2

4.0

4.4

6.4

6.6

6.1

6.9

92.5

91.6

91.9

91.4

93.4

92.5

94.2

92.6

92.1

93.2

92.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

聴いたことがある 聴いたような気がする
聴いたことはない

全体+10ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体 +5ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体 -5ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体-10ﾎﾟｲﾝﾄ以上

(n=30以上の場合)



13 ラジオNIKKEI特別番組「PMDA医薬品副作用被害救済制度とは」の評価 単一回答

・ラジオNIKKEI特別番組について、最も評価された（そう思う＋ややそう思う）項目は、「救済制度について理解できた」88％で、「興味や関心
を呼んだ」も87％と高い。

36

【H25】 Q15 ラジオNIKKEI特別番組「PMDA医薬品副作用被害救済制度とは」を聴いた感想をお聞きします。以下それぞれにあてはまると思われ
るものを１つお選びください。

※ラジオ特番認知者ベース

【救済制度について理解できた】 【興味や関心を呼んだ】 【PMDAのホームページにアクセスしたくなった】

n= そう思う 計 そう思う 計 そう思う 計

全体 (273) 87.5  87.2  71.7  

【医師】 計 (88) 84.0  85.2  73.9  

病院勤務（２０床以上） (42) 88.1  88.1  78.5  

診療所勤務（２０床未満） (46) 80.5  82.6  69.6  

【薬剤師】 計 (66) 87.9  89.4  74.2  

病院・診療所勤務 (37) 94.6  97.3  81.0  

薬局勤務 (29) 79.3  79.3  65.5  

【看護師】 計 (81) 91.4  87.7  74.1  

病院勤務（２０床以上） (43) 90.7  86.1  69.8  

診療所勤務（２０床未満） (38) 92.1  89.4  79.0  

【歯科医師】 計 (38) 86.8  86.9  57.9  

医
療
関
係
者
別

22.7

17.0

23.8

10.9

31.8

40.5

20.7

27.2

25.6

28.9

10.5

64.8

67.0

64.3

69.6

56.1

54.1

58.6

64.2

65.1

63.2

76.3

12.1

15.9

11.9

19.6

12.1

5.4

20.7

7.4

7.0

7.9

13.2

0.4

1.2

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う ややそう思う あまりそう思わない そう思わない

22.7

17.0

26.2

8.7

30.3

35.1

24.1

27.2

25.6

28.9

13.2

64.5

68.2

61.9

73.9

59.1

62.2

55.2

60.5

60.5

60.5

73.7

12.8

14.8

11.9

17.4

10.6

2.7

20.7

12.3

14.0

10.5

13.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

19.0

15.9

21.4

10.9

24.2

32.4

13.8

23.5

25.6

21.1

7.9

52.7

58.0

57.1

58.7

50.0

48.6

51.7

50.6

44.2

57.9

50.0

26.7

23.9

21.4

26.1

25.8

18.9

34.5

24.7

30.2

18.4

39.5

1.5

2.3

4.3

1.2

2.6

2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体+10ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体 +5ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体 -5ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体-10ﾎﾟｲﾝﾄ以上
(n=30以上の場合)



14 医薬品副作用被害救済制度 一般国民への有効な周知方法 <自由記述>

【H25/H24】 Q16/Q11 「医薬品副作用被害救済制度」を広く国民の皆様に知っていただくためには、どのような広報が効果的だと思いますか。

・「医薬品副作用被害救済制度」の一般国民への有効な周知方法を聞いた結果、「テレビ/テレビCM」が39％と最も多かった。
・次いで、「医療機関での説明/宣伝」22％、「ポスター」15％の順であった。

37

※1.0%以上の項目のみ表示

(n=3,640)

平成25年度調査

39.2

22.3

15.2

14.6

11

6.6

6.4

5.7

2.9

2.6

2.5

2.3

2.2

2.2

1.9

1.6

1.6

1.2

1.1

0% 20% 40% 60%

テレビ／テレビＣＭ

医療機関での説明／宣伝

ポスター

ドラッグストア／調剤薬局で説明

新聞広告、折り込みチラシ

テレビ番組（ニュース含む）

チラシ／パンフレット／リーフレット

インターネット広告

交通広告

現役医療従事者への周知

薬袋／薬手帳／医薬品

有名人／キャラクターの使用

広告／宣伝

具体的な事例の紹介

マスメディア（自発的）

ラジオＣＭ／ラジオ

わかり易い内容、説明（にすべき）

インパクトのある表現

行政府・自治体からのメール

(n=3,557)

平成24年度調査

51.0

26.1

19.7

19.0

15.2

12.3

7.3

6.5

5.1

4.6

4.0

3.9

3.7

3.0

2.8

2.6

2.5

2.2

1.4

1.4

1.3

1.2

1.1

1.0

0% 20% 40% 60%

テレビCM/テレビ

病院で告知

ポスター

広告/宣伝

薬局で告知

新聞広告/新聞

インターネットで広告

チラシ/パンフレット/リーフレット

マスメディア/メディアの活用

ニュース番組や情報番組

国や自治体からの広報

ラジオCM/ラジオ

公共施設/人が多い場所で広告

メッセージの内容について

医師からの説明

薬袋/薬手帳/処方箋

薬剤師からの説明

交通広告

雑誌

薬局/病院で薬剤を渡し説明する

有名人/キャラクターを使う

健康保険からの告知

説明会/講演会/講習会/研究会

具体例/事例の紹介



15 広告の評価 単一回答

・キャラクターの評価された（そう思う＋ややそう思う）項目のトップ３は、「好感が持てる」77％、「キャラクターとしてふさわしい」64％、「信頼
感がある」57％ であった。
・一方、 「目を引く」38％、「印象（記憶）に残る」31％の２つは50％を下回っている。

（その１）

38

【H25/H24】 Q17/Q12 キャラクター（ドクトルQ）をご覧になった感想をお聞きします。以下それぞれにあてはまると思われるものをひとつお選びくだ
さい。

【好感が持てる】 【キャラクターとしてふさわしい】 【信頼感がある】

n= そう思う 計 そう思う 計 そう思う 計

全体 (3,640) 77.1  63.9  56.7  

【医師】 計 (1,052) 74.5  56.5  53.2  

病院勤務（２０床以上） (519) 74.3  54.6  51.7  

診療所勤務（２０床未満） (533) 74.7  58.4  54.8  

【薬剤師】 計 (995) 79.2  67.4  58.0  

病院・診療所勤務 (496) 80.3  68.6  60.9  

薬局勤務 (499) 78.1  66.3  55.3  

【看護師】 計 (1,100) 77.4  69.5  59.1  

病院勤務（２０床以上） (544) 75.5  70.6  58.3  

診療所勤務（２０床未満） (556) 79.1  68.3  59.9  

【歯科医師】 計 (493) 77.7  60.5  55.8  

医
療
関
係
者
別

17.6

14.4

15.0

13.9

19.2

23.0

15.4

21.5

21.5

21.4

12.6

59.5

60.1

59.3

60.8

60.0

57.3

62.7

55.9

54.0

57.7

65.1

18.2

19.5

19.7

19.3

17.2

16.5

17.8

17.7

18.9

16.5

18.5

4.7

6.0

6.0

6.0

3.6

3.2

4.0

4.9

5.5

4.3

3.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う ややそう思う あまりそう思わない そう思わない

10.0

7.6

8.9

6.4

9.9

12.1

7.8

14.1

14.3

13.8

6.1

53.9

48.9

45.7

52.0

57.5

56.5

58.5

55.4

56.3

54.5

54.4

29.8

36.1

38.0

34.3

27.8

26.2

29.5

24.8

23.7

25.9

31.2

6.3

7.4

7.5

7.3

4.7

5.2

4.2

5.7

5.7

5.8

8.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

8.8

7.6

8.7

6.6

9.2

11.1

7.4

11.3

10.5

12.1

5.1

47.9

45.6

43.0

48.2

48.8

49.8

47.9

47.8

47.8

47.8

50.7

35.9

37.6

39.9

35.5

35.4

32.1

38.7

33.8

34.2

33.5

37.5

7.5

9.1

8.5

9.8

6.5

7.1

6.0

7.1

7.5

6.7

6.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=30以上の場合)

全体+10ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体 +5ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体 -5ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体-10ﾎﾟｲﾝﾄ以上



15 広告の評価

【H25/H24】 Q17/Q12 キャラクター（ドクトルQ）をご覧になった感想をお聞きします。以下それぞれにあてはまると思われるものをひとつお選びくだ
さい。

単一回答（その２）

39

【イメージしやすい】 【目を引く】

n= そう思う 計 そう思う 計 そう思う 計

全体 (3,640) 52.4  38.1  30.8  

【医師】 計 (1,052) 47.6  38.7  32.5  

病院勤務（２０床以上） (519) 46.4  37.9  32.5  

診療所勤務（２０床未満） (533) 48.8  39.4  32.5  

【薬剤師】 計 (995) 52.5  34.6  26.2  

病院・診療所勤務 (496) 52.0  37.9  30.3  

薬局勤務 (499) 52.9  31.5  22.2  

【看護師】 計 (1,100) 58.5  42.6  35.1  

病院勤務（２０床以上） (544) 60.1  43.7  33.8  

診療所勤務（２０床未満） (556) 56.8  41.6  36.3  

【歯科医師】 計 (493) 49.1  33.5  26.8  

【印象（記憶）に残る】

医
療
関
係
者
別

10.2

7.8

7.9

7.7

11.2

14.1

8.2

13.1

12.3

13.8

6.9

42.2

39.8

38.5

41.1

41.3

37.9

44.7

45.4

47.8

43.0

42.2

38.9

41.3

42.0

40.7

40.5

39.5

41.5

33.3

31.1

35.4

42.8

8.7

11.0

11.6

10.5

7.0

8.5

5.6

8.3

8.8

7.7

8.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う ややそう思う あまりそう思わない そう思わない

5.8

4.8

5.0

4.5

5.7

7.9

3.6

7.8

6.6

9.0

3.9

32.3

33.9

32.9

34.9

28.9

30.0

27.9

34.8

37.1

32.6

29.6

51.7

49.6

50.1

49.2

55.9

52.2

59.5

47.6

45.6

49.6

56.8

10.2

11.7

11.9

11.4

9.4

9.9

9.0

9.7

10.7

8.8

9.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5.2

4.0

4.6

3.4

4.7

6.9

2.6

7.2

6.4

7.9

4.3

25.6

28.5

27.9

29.1

21.5

23.4

19.6

27.9

27.4

28.4

22.5

56.9

52.7

51.8

53.5

62.2

58.9

65.5

54.2

54.6

53.8

61.3

12.3

14.8

15.6

14.1

11.6

10.9

12.2

10.7

11.6

9.9

12.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体+10ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体 +5ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体 -5ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体-10ﾎﾟｲﾝﾄ以上

(n=30以上の場合)



16 医薬品副作用被害救済制度を勧めたいか

【H25/H24】 Q18/Q15 あなたは今後、医薬品を適正に使用したにもかかわらず発生した副作用による入院が必要な程度の健康被害を受けた
方に 対し「医薬品副作用被害救済制度」の利用を勧めたいと思いますか。

単一回答

・「医薬品副作用被害救済制度」を患者に勧めたいかについては、「勧めたい」と回答が75％ 。「勧めたくない」は1％。
【医療関係者別】
・ H24と比べて、全体的に「勧めたい」との回答が上回っている。

平成25年度調査 平成24年度調査

n= n=

全体 (3,640) (3,557)

【医師】 計 (1,052) (1,070)

病院勤務（２０床以上） (519) (532)

診療所勤務（２０床未満） (533) (538)

【薬剤師】 計 (995) (1,073)

病院・診療所勤務 (496) (511)

薬局勤務 (499) (562)

【看護師】 計 (1,100) (1,110)

病院勤務（２０床以上） (544) (573)

診療所勤務（２０床未満） (556) (537)

【歯科医師】 計 (493) (304)

医
療
関
係
者
別

74.6

76.5

75.7

77.3

78.0

81.9

74.1

67.7

64.9

70.5

78.9

1.3

1.7

1.9

1.5

1.0

0.8

1.2

1.6

2.4

0.9

0.6

24.1

21.8

22.4

21.2

21.0

17.3

24.6

30.6

32.7

28.6

20.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

勧めたい 勧めたくない どちらともいえない

72.1

74.9

73.3

76.4

81.3

79.6

82.7

60.7

59.2

62.4

72.0

1.6

2.0

1.7

2.2

0.7

0.8

0.7

1.7

1.9

1.5

3.0

26.3

23.2

25.0

21.4

18.0

19.6

16.5

37.6

38.9

36.1

25.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

勧めたい 勧めたくない どちらともいえない
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17 医薬品副作用被害救済制度 勧めたくない理由

【H25/H24】 Q19/Q16 あなたが、「勧めたくない」「どちらともいえない」と回答されたのはどのような理由からですか。あてはまるものをすべてお選
びください。

・「医薬品副作用被害救済制度」を患者に勧めたくない主な理由は、「自分自身が制度をよく理解していないから」52％。続いて、「診断書
など、必要書類が複雑・面倒（そう）だから」31％、「不支給の場合、責任を問われるから（問われそうだから）」21％である。
【医療関係者別】
・ 医師は「診断書など必要書類の作成が複雑・面倒（そう）だから」、「不支給の場合、責任を問われるから（問われそうだから）」、「制度
を利用することが、自分の責任問題になるから（なりそうだから）」が比較的高い。
・ 看護師は「自分自身が制度をよく理解していないから」が高い。

複数回答

※医薬品副作用被害救済制度を「勧めたくない」「どちらともいえない」と回答した人ベース
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n=

自分自身が

制度をよく理解

していないから

診断書など、

必要書類の作成

が複雑・面倒だ

から

不支給の場合、

責任を問われる

から

給付の支給決定

までに時間がかか

るから

制度を利用

することが、

自分の責任問題

になるから

制度の利用を

医療機関が嫌が

るから

患者へのメリット

があまり感じられ

ないから

制度の利用を

製薬会社が嫌が

るから

その他

平成25年度調査　全体 (925) 52.1        31.4        21.3        16.0        14.5        10.1        6.7        4.6        6.1        

【医師】 計 (247) 44.5        38.1        28.3        11.7        23.9        7.3        4.5        4.5        4.9        

病院勤務（２０床以上） (126) 50.8        38.1        24.6        7.9        27.0        7.1        2.4        5.6        4.0        

診療所勤務（２０床未満） (121) 38.0        38.0        32.2        15.7        20.7        7.4        6.6        3.3        5.8        

【薬剤師】 計 (219) 42.9        34.7        26.9        16.0        11.4        16.0        4.1        2.7        9.6        

病院・診療所勤務 (90) 38.9        46.7        38.9        21.1        15.6        13.3        4.4        2.2        7.8        

薬局勤務 (129) 45.7        26.4        18.6        12.4        8.5        17.8        3.9        3.1        10.9        

【看護師】 計 (355) 61.7        23.4        13.5        18.3        9.9        9.3        8.7        5.4        5.6        

病院勤務（２０床以上） (191) 59.2        20.4        15.7        19.9        11.0        10.5        9.4        6.3        5.2        

診療所勤務（２０床未満） (164) 64.6        26.8        11.0        16.5        8.5        7.9        7.9        4.3        6.1        

【歯科医師】 計 (104) 56.7        35.6        19.2        18.3        14.4        6.7        10.6        6.7        2.9        

平成24年度調査　全体 (991) 54.1        29.3        22.0        16.9        15.0        11.3        5.3        4.7        6.5        

平成25年度全体値の降順でソート

医

療

関

係

者

別

52.1

31.4

21.3

16.0
14.5

10.1
6.7 4.6 6.1

54.1

29.3

22.0 16.9 15.0

11.3
5.3 4.7 6.5

0%

20%

40%

60%

80%
平成25年度調査 全体

平成24年度調査 全体

【医師】 計

【薬剤師】 計

【看護師】 計

【歯科医師】 計

全体+10ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体 +5ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体 -5ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体-10ﾎﾟｲﾝﾄ以上

(n=30以上の場合)



n=

自分自身が

制度をよく理解

していないから

診断書など、

必要書類の作成

が複雑・面倒

（そう）だから

不支給の場合、

責任を問われる

から（問われそう

だから）

給付の支給決定

までに時間が

かかるから（かかり

そうだから）

制度を利用する

ことが、自分の

責任問題になる

から（なりそう

だから）

制度の利用を

医療機関が

嫌がるから

（嫌がりそう

だから）

患者へのメリット

があまり感じられ

ないから

制度の利用を

製薬会社が

嫌がるから

（嫌がりそう

だから）

その他

平成24年度調査　全体 (991) 54.1        29.3        22.0        16.9        15.0        11.3        5.3        4.7        6.5        

【医師】 計 (269) 46.1        39.0        33.8        13.0        25.7        8.9        4.8        4.5        7.4        

病院勤務（２０床以上） (142) 45.1        36.6        31.0        13.4        20.4        9.2        4.9        4.2        7.7        

診療所勤務（２０床未満） (127) 47.2        41.7        37.0        12.6        31.5        8.7        4.7        4.7        7.1        

【薬剤師】 計 (201) 50.7        38.3        27.4        27.9        14.9        20.9        5.0        7.0        10.0        

病院・診療所勤務 (104) 43.3        42.3        26.0        23.1        10.6        17.3        1.9        7.7        9.6        

薬局勤務 (97) 58.8        34.0        28.9        33.0        19.6        24.7        8.2        6.2        10.3        

【看護師】 計 (436) 60.1        20.2        13.5        14.2        8.7        8.5        6.2        3.9        5.0        

病院勤務（２０床以上） (234) 61.1        18.8        11.1        16.2        6.8        6.8        4.7        4.3        5.1        

診療所勤務（２０床未満） (202) 58.9        21.8        16.3        11.9        10.9        10.4        7.9        3.5        5.0        

【歯科医師】 計 (85) 56.5        23.5        15.3        16.5        14.1        10.6        3.5        4.7        2.4        

全体値の降順でソート

医

療

関

係

者

別

54.1

29.3

22.0

16.9
15.0

11.3
5.3 4.7 6.5

54.5

33.3

24.9 20.7 17.8

13.8
6.5 6.5 7.2

0%

20%

40%

60%

80%

平成24年度調査 全体

【医師】 計

【薬剤師】 計

【看護師】 計

【歯科医師】 計

全体+10ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体 +5ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体 -5ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体-10ﾎﾟｲﾝﾄ以上

(n=30以上の場合)

17 医薬品副作用被害救済制度 勧めたくない理由 （平成24年度調査）

【H24】 Q16 あなたが、「勧めたくない」「どちらともいえない」と回答されたのはどのような理由からですか。あてはまるものをすべてお選びくださ
い。

単一回答

※医薬品副作用被害救済制度を「勧めたくない」「どちらともいえない」と回答した人ベース

42



18 医薬品副作用被害救済制度 情報入手経路

【H25/H24】 Q20/Q17 あなたが、「医薬品副作用被害救済制度」について詳細な情報を収集する場合、どのような方法で、またはどこから情報
が入手できるとよいと思いますか。あてはまるものをすべてお選びください。

複数回答

・ 望ましい情報入手経路は、「医薬品医療機器総合機構（PMDA）のホームページ」48％がトップ、続けて「パンフレット」43％、「厚生労働

省のホームページ」40％ 。
【医療関係者別】
・薬剤師は「医薬品医療機器総合機構（PMDA）のホームページ」に加え、「医薬品医療機器総合機構（PMDA）の相談窓口」が他の職種
に比べて高くなっている。
・看護師では「パンフレット」、「自治体・保健所などの公共機関」、「勤務先の医療安全管理者」が他の職種に比べて高くなっている。
・歯科医師では「学会・研修会・講習会」、「医療関係専門誌」、「自治体・保健所などの公共機関」が他の職種に比べて高くなっている。

43

n=

医薬品医療機

器総合機構

（ＰＭＤＡ）の

ホームページ

パンフレット
厚生労働省の

ホームページ

医療関係

専門誌

自治体・

保健所などの

公共機関

学会・研修会・

講演会

製薬会社の

社員

医薬品医療機

器総合機構

（ＰＭＤＡ）

の相談窓口

勤務先の

医療安全

管理者

勤務先の

医薬品安全

管理者

その他

平成25年度調査　全体 (3,640) 48.1        43.3        40.3        34.5        27.6        22.4        21.4        20.8        18.0        15.2        1.6        

【医師】 計 (1,052) 48.9        35.9        35.7        33.9        18.0        27.1        25.2        18.3        18.0        14.3        1.3        

病院勤務（２０床以上） (519) 49.7        33.3        34.5        32.9        13.7        28.9        23.7        18.5        28.9        23.7        1.3        

診療所勤務（２０床未満） (533) 48.0        38.5        37.0        34.9        22.1        25.3        26.6        18.2        7.3        5.1        1.3        

【薬剤師】 計 (995) 63.9        38.5        43.0        33.4        27.5        18.0        20.9        27.8        11.6        13.8        1.6        

病院・診療所勤務 (496) 70.6        36.9        44.0        31.9        26.2        21.4        23.2        29.6        16.7        20.6        2.0        

薬局勤務 (499) 57.3        40.1        42.1        34.9        28.9        14.6        18.6        26.1        6.4        7.0        1.2        

【看護師】 計 (1,100) 34.5        52.5        40.4        31.5        34.5        15.9        19.5        17.0        26.0        18.6        1.3        

病院勤務（２０床以上） (544) 32.2        49.8        39.3        34.9        31.6        17.8        18.2        15.4        33.3        25.7        0.9        

診療所勤務（２０床未満） (556) 36.7        55.2        41.4        28.2        37.2        14.0        20.7        18.5        18.9        11.7        1.6        

【歯科医師】 計 (493) 45.2        47.9        44.4        44.2        33.3        35.5        18.9        20.1        13.4        12.4        2.6        

平成24年度調査　全体 (3,557) 40.4        41.2        45.2        35.5        28.6        25.2        24.2        16.9        * 17.0        2.0        

平成25年度全体値の降順でソート

医

療

関

係

者

別

48.1
43.3 40.3

34.5
27.6

22.4 21.4
20.8

18.0 15.2

1.6

40.4
41.2

45.2

35.5
28.6 25.2

24.2
16.9 21.4

17.0

2.0

0%

20%

40%

60%

80%平成25年度調査 全体

平成24年度調査 全体

【医師】 計

【薬剤師】 計

【看護師】 計

【歯科医師】 計

全体+10ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体 +5ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体 -5ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体-10ﾎﾟｲﾝﾄ以上

(n=30以上の場合)



19 普段読んでいる医療関係専門誌 <自由記述>

・ 普段読んでいる医療関係専門誌に関しては、「日経メディカル」8％と「日経DI（ドラッグインフォメーション）」8％が同率で最も高い。

44

【H25/H24】 Q21/Q18あなたが、ふだんお読みになっている医療関係専門誌は何ですか。３誌まで挙げてください。

※1.0%以上の項目のみ表示

(n=3,640)

平成25年度調査

8.2

7.9

4.2

3.9

3.2

3.2

2.6

2.3

1.8

1.8

1.7

1.6

1.6

1.5

1.4

1.3

1.3

1.2

1.2

1.1

1.1

1.0

1.0

0% 5% 10% 15% 20%

日経メディカル

日経ドラッグインフォメーション

薬局

日本医師会雑誌

月刊薬事

日本内科学会雑誌

日本病院薬剤師会雑誌

エキスパートナース

メディカルトリビューン

デンタルダイヤモンド

クインテッセンス

クレデンシャル

歯界展望

日本歯科医師会雑誌

日本薬剤師会雑誌

メディカル朝日

日本医事新報

ナース専科

日本歯科評論

ファーマトリビューン

調剤と情報

日本皮膚科学会雑誌

日本小児科系学会誌

(n=3,557)

平成24年度調査

13.0

11.2

6.1

5.7

5.5

5.2

4.5

3.7

3.7

3.1

3.0

2.8

2.6

2.2

1.9

1.7

1.2

1.1

1.0

0% 5% 10% 15% 20%

日経DI

日経メディカル

日本医師会雑誌

日本薬剤師会雑誌

薬局

薬事

日本内科学会雑誌

エキスパートナース

日本病院薬剤師会雑誌

調剤と情報

メディカル朝日

クレデンシャル

日本医事新報

メディカルトリビューン

ファーマトリビューン

ナース専科

医薬ジャーナル

デンタルダイアモンド

NEJM



20 医薬品副作用被害救済制度 有効な周知方法 <自由記述>

45

【H25/H24】 Q22/Q19 「医薬品副作用被害救済制度」をより多くの医療関係者の皆様に知っていただき、利用のご協力をいただくためには、どの
ような方法がよいと思いますか。今後の参考にさせていただきますので、忌憚のないご意見をお聞かせください。

※1.0%以上の項目のみ表示

(n=3,640)

平成25年度調査

42.2

9.8

8.3

6.7

6.6

3.9

3.8

3.6

2.7

2.5

1.9

1.8

1.7

1.5

1.4

1.2

1.1

2.6

9.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

現役医療従事者への周知、教育

チラシ／パンフレット／リーフレット

テレビ／テレビＣＭ

ＭＲ、ＭＳから医者への情報提供

ポスター

インターネット広告

医学雑誌／医学雑誌広告

広告／宣伝

ダイレクトメール／手紙などを送付

具体的な事例の紹介

医学生／その他学生の教育

手続きの簡略化

一般国民／患者へ周知

行政府からのメール、呼びかけ

新聞広告、折り込みチラシ

マスメディア（自発的）

テレビ番組（ニュース含む）

その他

特になし

(n=3,557)

平成24年度調査

46.4 

20.9 

9.6 

2.8 

1.7 

1.3 

0.7 

0.6 

0.5 

0.4 

0.4 

0.3 

0.3 

0.2 

0.2 

0.4 

0.7 

15.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

制度の認知、広告、宣伝

公的、医療機関からの啓発等

医療従事者への浸透

学会から告知、リーダーシップ

手続き、システムの簡略化

副作用の理解、基準を明確に

責任の明確化

アンケートをおこなう

メリットとデメリットの明確化

報酬の設定

患者サイドに立った制度の運営

名称の再検討、わかり易く

法制化

基準の明確化、認定基準の…

情報の共有、提供

制度の浸透は困難

その他

特になし、わからない

・「医薬品副作用被害救済制度」の医療関係者への有効な周知方法を聞いた結果、「現役医療従事者への周知、教育」42％が圧倒的に
多かった。次いで、「チラシ/パンフレット/リーフレット」が10％、「テレビ/テレビCM」8 ％の順であった。

※1.0%以上の項目のみ表示



平成25年度調査 平成24年度調査

n= n=

全体 (3,640) 21.2      (3,557) 22.2      

【医師】 計 (1,052) 26.0      (1,070) 23.0      

病院勤務（２０床以上） (519) 17.2      (532) 15.4      

診療所勤務（２０床未満） (533) 34.6      (538) 30.5      

【薬剤師】 計 (995) 20.7      (1,073) 30.6      

病院・診療所勤務 (496) 23.0      (511) 20.7      

薬局勤務 (499) 18.4      (562) 39.5      

【看護師】 計 (1,100) 7.8      (1,110) 8.8      

病院勤務（２０床以上） (544) 8.4      (573) 8.4      

診療所勤務（２０床未満） (556) 7.2      (537) 9.3      

【歯科医師】 計 (493) 42.2      (304) 38.8      

担当したこと

がある 計

担当したこと

がある 計

医
療
関
係
者
別

14.5

17.4

8.1

26.5

13.3

14.3

12.2

3.2

2.9

3.4

36.3

6.7

8.6

9.1

8.1

7.4

8.7

6.2

4.6

5.5

3.8

5.9

78.8

74.0

82.9

65.5

79.3

77.0

81.6

92.2

91.5

92.8

57.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現在、

担当している

過去に担当した

ことがある

担当した

ことがない

14.3

14.0

6.2

21.7

21.1

14.3

27.2

3.6

3.3

3.9

30.9

7.9

9.0

9.2

8.7

9.5

6.5

12.3

5.2

5.1

5.4

7.9

77.8

77.0

84.6

69.5

69.4

79.3

60.5

91.2

91.6

90.7

61.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現在、

担当している

過去に担当した

ことがある

担当した

ことがない

全体+10ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体 +5ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体 -5ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体-10ﾎﾟｲﾝﾄ以上

(n=30以上の場合)

21 医療安全管理者担当経験の有無

【H25/H24】 Q23/Q20 あなたは、お勤め先で「医療安全管理者」を担当されたことはありますか。

単一回答

・ 「医療安全管理者」の担当状況について、「現在、担当している」との回答は15％。
・ 「過去に担当したことがある」を合わせた担当経験者は21％。H24との差はほとんど見られない。
【医療関係者別】
・ 歯科医師の担当経験は、他職種より高い。
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【医薬品副作用被害救済制度】 【生物由来製品感染等被害救済制度】

n= 認知 計 認知 計

全体 (3,640) 81.3  62.9  

現在、担当している (529) 90.0  69.8  

過去に担当したことがある (244) 88.1  73.0  

担当したことがない (2,867) 79.2  60.8  

「
医
療
安
全
管
理
者

」
担
当
経
験
別

52.5

70.9

63.5

48.2

28.8

19.1

24.6

31.0

18.7

10.0

11.9

20.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 名前は聞いたことがある 知らない

30.9

40.5

45.1

27.9

32.0

29.3

27.9

32.9

37.1

30.2

27.0

39.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 名前は聞いたことがある 知らない
全体+10ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体 +5ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体 -5ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体-10ﾎﾟｲﾝﾄ以上

(n=30以上の場合)

21医療安全管理者担当経験の有無別健康被害救済制度
－医薬品副作用被害救済制度・生物由来製品感染等被害救済制度 認知率

単一回答

【医薬品副作用被害救済制度：担当経験別】
・「現在、担当している」で、認知率（知っている＋名前は聞いたことがある）が最も高く90％。
【生物由来製品感染等被害救済制度担当経験別】
・「過去に担当したことがある」で、認知率が最も高く73％。

【H25】 Q2 あなたは、副作用が起きたときに、医療費等の救済給付を行う公的な「医薬品副作用被害救済制度」があることをご存じですか。

【H25】 Q3 あなたは、輸血用血液製剤などを介して感染などが発生した場合に、医療費等の救済給付を行う公的な「生物由来製品感染等被害救済制
度」があることをご存じですか。
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22 医薬品安全管理者担当経験の有無

【H25/H24】 Q24/Q21 あなたは、お勤め先で「医薬品安全管理者」を担当されたことはありますか。

単一回答

・「医薬品安全管理者」の担当状況について、「現在、担当している」との回答は15％。
・「過去に担当したことがある」を合わせた担当経験者は20％。「医療安全管理者」の担当状況との差はあまり見られない。
【医療関係者別】
・ 薬剤師、歯科医師の担当経験が他の職種より高い。
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平成25年度調査 平成24年度調査

n= n=

全体 (3,640) 20.0      (3,557) 20.7      

【医師】 計 (1,052) 22.1      (1,070) 18.1      

病院勤務（２０床以上） (519) 10.2      (532) 9.4      

診療所勤務（２０床未満） (533) 33.6      (538) 26.8      

【薬剤師】 計 (995) 25.7      (1,073) 35.1      

病院・診療所勤務 (496) 32.1      (511) 29.4      

薬局勤務 (499) 19.4      (562) 40.4      

【看護師】 計 (1,100) 4.3      (1,110) 5.9      

病院勤務（２０床以上） (544) 2.9      (573) 5.2      

診療所勤務（２０床未満） (556) 5.8      (537) 6.7      

【歯科医師】 計 (493) 39.0      (304) 33.2      

担当したこと

がある 計

担当したこと

がある 計

医
療
関
係
者
別

14.8

16.0

4.6

27.0

18.4

23.6

13.2

1.8

0.9

2.7

34.1

5.2

6.1

5.6

6.6

7.3

8.5

6.2

2.5

2.0

3.1

4.9

80.0

77.9

89.8

66.4

74.3

67.9

80.6

95.6

97.1

94.2

61.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現在、

担当している

過去に担当した

ことがある

担当した

ことがない

14.6

12.3

3.6

21.0

25.4

22.7

27.9

2.8

2.3

3.4

27.3

6.2

5.8

5.8

5.8

9.7

6.7

12.5

3.2

3.0

3.4

5.9

79.3

81.9

90.6

73.2

64.9

70.6

59.6

94.1

94.8

93.3

66.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現在、

担当している

過去に担当した

ことがある

担当した

ことがない

全体+10ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体 +5ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体 -5ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体-10ﾎﾟｲﾝﾄ以上

(n=30以上の場合)



【医薬品副作用被害救済制度】 【生物由来製品感染等被害救済制度】

n= 認知 計 認知 計

全体 (3,640) 81.3  62.9  

現在、担当している (539) 92.4  72.2  

過去に担当したことがある (189) 91.0  76.7  

担当したことがない (2,912) 78.6  60.2  

「
医
療
安
全
管
理
者

」
担
当

経
験
別

52.5

75.5

69.3

47.1

28.8

16.9

21.7

31.5

18.7

7.6

9.0

21.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 名前は聞いたことがある 知らない

30.9

42.9

46.0

27.6

32.0

29.3

30.7

32.6

37.1

27.8

23.3

39.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 名前は聞いたことがある 知らない
全体+10ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体 +5ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体 -5ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体-10ﾎﾟｲﾝﾄ以上

(n=30以上の場合)

22  医薬品安全管理者担当経験の有無別健康被害救済制度
－医薬品副作用被害救済制度・生物由来製品感染等被害救済制度 認知率

単一回答

【医薬品副作用被害救済制度：担当経験別】
・「現在、担当している」で、認知率（知っている＋名前は聞いたことがある）が最も高く92％。
【生物由来製品感染等被害救済制度担当経験別】
・ 「過去に担当したことがある」で、認知率が最も高く77％。

【H25】 Q2 あなたは、副作用が起きたときに、医療費等の救済給付を行う公的な「医薬品副作用被害救済制度」があることをご存じですか。

【H25】 Q3 あなたは、輸血用血液製剤などを介して感染などが発生した場合に、医療費等の救済給付を行う公的な「生物由来製品感染等被害救済制
度」があることをご存じですか。
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付録：調査票



付録：調査票

〔平成25年度調査〕
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